
（1）　第４８４号

の
中
か
ら
５
点
「
全
国
推
薦
作
品
」
と
し
て

選
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

２
年
生
の
水
口
笑
奈（
2-3
平田
）
の
作
品
「
晩

餐
」
が
全
国
推
薦
作
品
に
選
ば
れ
、
全
国
高

校
総
合
文
化
祭
へ
の
出
品
資
格
を
得
た
。

【
金
賞
】

「
母
に
連
れ
ら
れ
て
」　

本
田　

陽（
3-1
斐西
）

「
蜘
蛛
の
糸
」　　
　
　

馬
庭
葵
琳（
3-4
浜山
）

「
晩
餐
」　　
　
　
　
　

水
口
笑
奈

【
銀
賞
】

「
片
道
き
っ
ぷ
」　　
　

森
脇
結
雅（
1-1
出一
）

「
ふ
わ
ふ
わ
」　　
　
　

福
島　

和（
3-3
出三
）

「
興
味
津
々
」　　
　
　

馬
庭
葵
琳

「
泡
に
込
め
た
想
い
」　

安
食
有
紗（
1-3
出二
）

「
光
雨
」　　
　
　
　
　

勝
部
紫
帆（
2-5
平田
）

「
見
え
な
い
優
し
さ
」　

勝
部
紫
帆

（
顧
問　

村
上　

学
）

令和７年１２月２４日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４８４

　

２
０
２
５
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
度
も
多
く
の
３
年
生
が
進
路
を
決

定
し
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
向
け
て
歩
み
始
め

て
い
ま
す
。
進
学
や
就
職
と
い
う
選
択
を
終

え
た
皆
さ
ん
は
、
残
り
の
高
校
生
活
を
悔
い

な
く
過
ご
し
、
学
び
や
仲
間
と
の
時
間
を
大

切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
一
方
で
、
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
や
一
般
入
試
に
挑
む
皆
さ
ん
は
、

こ
こ
か
ら
が
正
念
場
で
す
。
体
調
管
理
を
徹

底
し
、
最
後
ま
で
自
分
を
信
じ
て
挑
戦
し
て

く
だ
さ
い
。

　

進
学
指
導
部
長
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
伝
え

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は〝
挑
戦
す
る
人
が
未
来
を
つ
く
る
〞

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

社
会
は
今
、
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

進
化
、
環
境
問
題
、
国
際
情
勢
の
変
化
な

ど
、
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
動
い
て
い
ま

す
。
生
成
Ａ
Ｉ
が
文
章
を
書
き
、
ロ
ボ
ッ
ト

が
働
く
時
代
に
、
人
間
に
求
め
ら
れ
る
の
は

「
考
え
る
力
」「
問
い
を
立
て
る
力
」「
挑
戦
す

る
勇
気
」
で
す
。
進
学
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

未
来
を
創
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
。

●
挑
戦
を
恐
れ
な
い
勇
気
を
持
と
う

挑
戦
す
る
人
が
未
来
を
つ
く
る

挑
戦
す
る
人
が
未
来
を
つ
く
る

進
学
指
導
部
長

進
学
指
導
部
長

中
澤
　
　
悟

中
澤
　
　
悟

　

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
人
が
、
次
の

未
来
を
創
り
ま
す
。
進
学
後
も
、
学
び
続

け
る
姿
勢
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
冬

休
み
は
、
入
試
対
策
だ
け
で
な
く
、
進
学

先
か
ら
の
課
題
や
基
礎
学
力
の
確
認
に
時

間
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
大
学
や
専
門
学
校

で
は
、
主
体
的
に
学
ぶ
力
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
指
示
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
自
分
で

課
題
を
見
つ
け
、
解
決
す
る
力
を
養
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
よ
う

　

ど
ん
な
に
技
術
が
進
ん
で
も
、
最
後
に

頼
れ
る
の
は
人
で
す
。
挨
拶
や
礼
儀
を
大

切
に
し
、
信
頼
を
築
く
力
を
身
に
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
異
な
る
価
値
観
を
受
け
入
れ
、

協
力
で
き
る
人
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
必
要
で
す
。
進
学
先
で
は
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
「
協
働
す
る

力
」
が
問
わ
れ
ま
す
。
高
校
生
活
の
残
り

時
間
で
、
仲
間
と
協
力
す
る
経
験
を
積
ん

で
く
だ
さ
い
。

●
自
分
の
軸
を
持
と
う

　

変
化
の
中
で
流
さ
れ
な
い
た
め
に
、
自

分
が
何
を
大
切
に
す
る
の
か
を
明
確
に
し

て
く
だ
さ
い
。
軸
が
あ
る
人
は
困
難
に
直

面
し
て
も
ぶ
れ
ず
、
挑
戦
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
社
会
は
「
正
解
の
な
い
問

い
」
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

自
分
の
価
値
観
や
目
標
を
し
っ
か
り
持
ち
、

学
び
続
け
る
姿
勢
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ん
に
大
切
に
し
て
欲
し
い

こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

•

挑
戦
を
恐
れ
ず
、
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気

を
持
つ
こ
と
。

•

失
敗
を
学
び
に
変
え
、
次
に
生
か
す
力
を

持
つ
こ
と
。

•

自
分
の
選
ん
だ
道
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
。

　

未
来
は
、
皆
さ
ん
の
挑
戦
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
出
雲
北
陵
生
と
し
て
、
自
信
を
持
っ
て

一
歩
を
踏
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の

未
来
は
、
明
る
く
、
可
能
性
に
満
ち
て
い
ま

す
。
た
だ
、
そ
れ
を
実
現
す
る
の
は
、
皆
さ

ん
自
身
の
行
動
と
努
力
で
す
。
社
会
が
ど
ん

な
に
変
化
し
て
も
、
自
分
の
力
で
道
を
切
り

開
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
出
雲
北
陵
生
と
し

て
の
誇
り
を
胸
に
、
力
強
く
羽
ば
た
い
て
く

だ
さ
い
。

写　

真　

部

第
53
回
島
根
県
高
校
写
真
展
審
査
会

２
年
ぶ
り
17
回
目
の
全
国
高
校
総
合

文
化
祭
出
品
決
定
！時　

12
月
11
日　
　

於　

松
江
工
業
高
校

　

本
校
か
ら
は
19
点
出
品
し
、
３
点
が
金
賞
、

６
点
が
銀
賞
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
金
賞

「晩餐」水口笑奈



第４８４号　（2）

美　

術　

部

７
年
連
続
19
回
目
と
な
る

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
出
品
決
定
！

第
58
回
島
根
県
高
校
美
術
展

時　

12
月
12
〜
15
日　
　
　
　
　

於　

島
根
県
立
美
術
館（
松
江
市
）

　

県
内
37
校
か
ら
335
点
の
応
募
が
あ
り
、
本

校
か
ら
は
24
点
が
入
選
し
た
。
そ
の
う
ち
定

守
古
都
乃（
2-6 

平田
）
の
絵
画
作
品
「
逃
亡
」
と

加
納
珠
莉（
2-6 

横田
）
の
映
像
作
品
「color

」
が

来
年
度
の
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
へ
の
推
薦

作
品
枠
７
点
に
選
出
さ
れ
た
。

 

（
顧
問　

石
倉　

正
）

よ
る
課
題
制
作
発
表
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
４
月
か
ら

８
か
月
間
か
け
て
制
作
し
て

き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
卒
業
制
作

を
先
生
方
や
後
輩
の
前
で
発

表
し
ま
し
た
。
長
い
時
間
を

か
け
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
た

作
品
を
見
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
込

め
た
想
い
や
工
夫
を
伝
え
ら

れ
た
こ
と
で
、
自
信
と
新
た
な
目
標
を
得
た

様
子
で
し
た
。 

（
美
術
科　

石
倉　

正
）

ダ
ン
ス
同
好
会

第
50
回
島
根
県
高
体
連
ダ
ン
ス
発
表
会

時　

12
月
11
日　
　

於　

島
根
県
民
会
館

　

今
回
の
発
表
テ
ー
マ
は
「
Ｊ
Ｋ
ラ
イ
フ
」

で
、
チ
ア
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
明
る
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
あ
ふ
れ
る
構
成
の
作
品
を
発
表
し
た
。

日
々
の
練
習
を
重
ね
る
中
で
、
振
り
付
け
の

完
成
度
だ
け
で
な
く
、
表
情
や
動
き
の
一
つ

一
つ
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
観
る
人
楽
し
ま

せ
る
こ
と
を
意
識
し
て
き
た
。

　

本
番
で
は
、
緊
張
感
の
あ
る
雰
囲
気
の
中

で
も
堂
々
と
し
た
発
表
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。ス
テ
ー
ジ
上
で
の
生
徒
の
姿
か
ら
は
、自

信
を
持
っ
て
表
現
す
る
力

や
、
仲
間
と
一
つ
の
作
品

を
創
り
上
げ
る
協
調
性
の

伸
長
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
特
別
講
演
と
し

て
高
須
賀
氏
に
よ
る
即
興

ダ
ン
ス
を
鑑
賞
し
た
。
音

楽
や
空
間
に
合
わ
せ
て
自

由
に
身
体
を
動
か
す
姿
か

ら
、
表
現
す
る
こ
と
の
楽

し
さ
や
可
能
性
を
実
感
す

る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

 
（
顧
問　

遠
藤
圭
晃
）

「逃亡」定守古都乃

「color」加納珠莉

第
58
回
島
根
県
総
合
美
術
展
（
県
展
）

時　

11
月
15
〜
23
日　

於　

島
根
県
立
美
術
館

　

島
根
県
が
主
催
す
る
島
根
県
総
合
美
術
展

に
出
品
し
、
４
名
が
入
選
し
た
。
一
般
の
公

募
美
術
展
に
入
選
で
き
た
こ
と
は
、
生
徒
に

と
っ
て
大
き
な
自
信
と
な
っ
た
。

【
デ
ザ
イ
ン
部
門
】

上
田
潤
南（
3-6 

湖北
）
県
外
審
査
員
特
別
賞

藤
原
小
雪（
3-6 

出一
）
イ
ラ
ス
ト・造
形
部
門
奨
励
賞

布
野
陽
菜
佳（
3-6 

松一
）
イ
ラ
ス
ト・造
形
部
門
奨
励
賞

龜
谷
百
麗（
3-6 

片江
）
入
選

学
校
開
放
美
術
講
座

時　

11
月
30
日　

於　

本
校
美
術
棟

　

本
校
美
術
棟
に
て
学
校

開
放
美
術
講
座
が
行
わ

れ
、
形
や
影
を
正
確
に
描

く
鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
の
講
座

に
県
内
８
中
学
校
か
ら
９

名
の
参
加
申
込
み
が
あ
っ

た
。
基
礎
的
な
技
術
で
は
あ
る
が
、
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
集
中
し
て
熱
心
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
た
。 

（
美
術
科　

石
倉　

正
）

　

美
術
・
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

課
題
制
作
発
表
会

時　

12
月
２
日　

於　

本
校
美
術
棟

　

美
術
・
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
３
年
生
に

「婉然の白絽」上田潤南

な
ぎ
な
た
部

島
根
権
高
等
学
校
な
ぎ
な
た
新
人
大
会

時　

12
月
14
日　
　

於　

本
校　

黎
明
館

〈
女
子
個
人
の
部
〉

優
勝　

安
田
結
衣（
2-3 

大社
）　

２
位　

曽
田
小
夏（
2-4 

浜山
）

３
位　

齋
藤
桜
生（
1-4 

湖北
）

〈
男
子
個
人
の
部
〉

優
勝　
岡
田
一
之
介（
2-4 

斐西
）

２
位　

田
淵
光
流（
2-4 

出一
）

◯
大
会
総
評

　

個
人
は
女
子
が
上
位
３
名
、
男
子
は
上
位

２
名
、
団
体
は
本
校
が
３
月
に
兵
庫
県
で
行

わ
れ
る
全
国
選
抜
へ
出
場
。
大
会
へ
向
け
今

後
も
稽
古
に
励
み
た
い
。

 

（
顧
問　

井
上
美
代
）

吹

奏

楽

部

第
49
回
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会

時　

12
月
14
日　
　
　
　
　
　
　
　

於　

安
来
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ピ
ア

　

本
校
は
木
管
５
重
奏
と
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
４

重
奏
の
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。
本
番
で
は

美
し
い
音
色
で
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
、

会
場
を
魅
了
し
た
。
結
果
、
両
チ
ー
ム
と
も

金
賞
を
受
賞
し
、
島
根
県
代
表
と
し
て
２
月

に
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
梨
花
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
る
中
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

　

中
国
大
会
で
は
、
更
に
質
の
高
い
演
奏
が

で
き
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
。

・
木
管
５
重
奏　

金
賞
・
県
代
表

　

木
管
五
重
奏
曲
Ｏ
ｐ
．
５
６

－

１

　

／
Ｆ
．
ダ
ン
ツ
ィ

・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
４
重
奏　

金
賞
・
県
代
表

　

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
４
重
奏
曲

　

／
Ａ
．
デ
ザ
ン
ク
ロ

素描講座の様子



（3）　第４８４号

保
育
実
習

保
育
実
習

時　

12
月
３
日

　

高
校
２
年
生
普
通
コ
ー

ス
の
保
育
系
列
選
択
者
が

出
雲
市
内
の
認
定
こ
ど
も

園
で
保
育
実
習
を
行
っ
た
。

　

園
内
で
は
ク
ラ
ス
ご
と

に
歌
や
ダ
ン
ス
、
ク
ッ
キ

ン
グ
、
工
作
な
ど
の
活
動

を
行
っ
た
他
、
園
庭
で
は

寒
さ
に
も
負
け
ず
、
鬼
ご

っ
こ
な
ど
の
運
動
遊
び
を

行
っ
た
。
ま
た
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
初
め
て
お
む
つ
交
換
を
行
っ

た
生
徒
も
お
り
、
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

　

先
生
方
の
ご
指
導
の
も
と
、
子
ど
も
達
へ

の
言
葉
か
け
、
接
し
方
な
ど
、
多
く
の
こ
と

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。
お
世
話
に
な
っ

た
認
定
こ
ど
も
園
の
皆
様
に
、
お
礼
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

看

護

体

験

看

護

体

験

時　

12
月
10
日　
　
　
　
　

於　

島
根
県
立
大
学（
出
雲
）

　

今
回
の
体
験
を

通
し
て
、
生
徒
達

は
患
者
さ
ん
が
快

適
に
過
ご
せ
る
環

境
を
整
え
る
こ
と

の
重
要
性
を
学
ん

だ
。
細
か
な
配
慮

が
必
要
で
、
責
任

感
や
プ
ロ
意
識
を

実
感
し
な
が
ら
全

員
が
集
中
し
て
取

り
組
み
、
看
護
の
魅
力
を
更
に
感
じ
ら
れ
る

充
実
し
た
体
験
と
な
っ
た
。

 

（
２
年
１
組
担
任　

加
納
寛
敏
）

進
学
状
況
（
12
月
13
日
現
在
）

北
陵
生
健
闘
中
！

　

今
年
度
高
校
３
年
生
は
健
闘
を
続
け
、
次

々
と
志
望
校
へ
の
切
符
を
手
に
し
て
い
る
。

今
後
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
向
け
て
最
後

の
追
い
込
み
を
行
い
、
更
な
る
成
果
を
挙
げ

て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
合
格
者

の
多
く
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
志
望
校
へ

の
熱
い
思
い
を
持
ち
、
地
道
な
努
力
を
重
ね
、

充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
後
輩
の
皆
さ
ん
も
後
に
続
い
て
欲
し

い
。

【
国
公
立
大
学
・
短
期
大
学
】

島
根
大
学
・
島
根
県
立
大
学
・
山
口
県
立
大

学
・
山
陽
小
野
田
市
立
山
口
東
京
理
科
大
学
・

島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
・
大
分
県
立
芸

術
文
化
短
期
大
学

【
私
立
大
学
】

近
畿
大
学
・
京
都
精
華
大
学
・
阪
南
大
学
・

関
西
外
国
語
大
学
・
中
京
大
学
・
広
島
修
道

大
学
・
広
島
文
化
学
園
大
学
・
安
田
女
子
大

学
・
川
崎
医
療
福
祉
大
学
・
就
実
大
学
・
く

ら
し
き
作
陽
大
学
・
広
島
国
際
大
学
・
広
島

経
済
大
学　

な
ど

就

職

状

況

　

高
校
３
年
生
は
２
年
次
か
ら
準
備
を
重
ね
、

就
職
に
向
け
て
努
力
し
続
け
て
き
た
。

　

９
月
16
日
か
ら
就
職
試
験
が
開
始
さ
れ
、

本
校
生
徒
が
企
業
か
ら
の
内
定
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

【
県
外
】
株
式
会
社
に
し
け
い
、陸
上
自
衛
隊

【
県
内
】
株
式
会
社
出
雲
技
研
、株
式
会
社
出

雲
村
田
製
作
所（
５
名
）、
株
式
会
社
い
な
い
、

株
式
会
社
共
立
フ
ー
ズ
サ
ー
ビ
ス
、
三
愛
石

油
有
限
会
社
、
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
・
エ
ム
・
エ

ス
出
雲
工
場（
３
名
）、
株
式
会
社
ダ
イ
ハ
ツ

メ
タ
ル
出
雲
工
場（
２
名
）、
株
式
会
社
ひ
か

わ
、
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス（
２
名
）、
島
根
県

農
業
協
同
組
合
出
雲
地
区
本
部
、
島
根
中
央

信
用
金
庫
、
タ
イ
ガ
ー
産
業
株
式
会
社
、
出

雲
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
、
ナ
カ
バ
ヤ
シ
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
株
式
会
社（
３
名
）、
有
限
会
社
ナ
ン

バ
・
サ
ー
テ
ィ
ワ
ン

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
交
換
留
学
生
来
校

　

12
月
８
日
・
９

日
に
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
カ
ラ
ヨ
キ

市
か
ら
中
学
生

３
名
が
来
校
し

た
。
来
校
し
た
の

は
、
ラ
ウ
マ
ン
カ

リ
総
合
学
校
中
学

部
２
年
生
の
フ
ァ

ン
ニ
・
ポ
ウ
ハ
リ

さ
ん
、
メ
レ
ン
オ

ヤ
総
合
学
校
中
学

部
３
年
生
の
ア
リ

サ
・
サ
ー
リ
さ
ん

と
ミ
ン
タ
・
ム
ス

ト
ネ
ン
さ
ん
。
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
務
め
て
い
る

の
は
本
校
１
年
４

組
の
大
野
庫
ノ
助

（
出
一
）、
小
松
原
蒼
空（
斐
東
）、
三
島
真
音

（
出
一
）
で
、３
名
は
今
夏
出
雲
市
の
相
互
派

遣
交
流
事
業
で
カ
ラ
ヨ
キ
市
を
訪
れ
て
い
る
。

フ
ァ
ン
ニ
さ
ん
達
は
１
年
４
組
で
生
徒
達
と

一
緒
に
授
業
を
受
け
、
ま
た
中
学
校
の
英
会

話
の
授
業
に
も
参
加
し
た
。

演
奏
会
の
お
知
ら
せ

出
雲
北
陵
中
学
・
高
等
学
校
合
唱
部

 

ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日　

時
：
12
月
27
日
㈯

　
　
　
　

18
時
開
場　

18
時
30
分
開
演

場　

所
：
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲 

白
の
ホ
ー
ル

入
場
料
：
無
料

　

今
年
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
吉
田
美
里

さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し
、
合
唱
と
コ
ラ

ボ
ス
テ
ー
ジ
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
を
お
届

け
し
ま
す
。
是
非
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

出
雲
北
陵
高
等
学
校
Ｏ
Ｂ
吹
奏
楽
団

 

第
３
回
定
期
演
奏
会

日　

時
：
１
月
４
日
㈰

　
　
　
　

13
時
20
分
開
場　

14
時
開
演

場　

所
：
出
雲
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

入
場
料
：
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）



第４８４号　（4）

新
生
徒
会
長
・
副
会
長
決
定

高校
　

11
月
28
日
、
全
校
生
徒
を
体
育
館
に
集
め

て
の
立
会
演
説
会
を
実
施
し
た
。
６
名
の
生

徒
が
生
徒
会
長
に
立
候
補
し
、
応
援
者
と
も

ど
も
演
説
を
行
っ
た
。昨
年
に
引
き
続
き
、多

く
の
候
補
者
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
て

公
約
等
を
説
明
し
た
。
立
候
補
者
は
限
ら
れ

た
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
し
っ
か
り
と
選
挙

活
動
を
行
い
、
投
票
の
日
を
迎
え
た
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
学
級
閉
鎖
の
ク
ラ
ス
も

あ
っ
た
が
、
期
日
前
投
票
を
実
施
す
る
な
ど

し
、
会
長
、
副
会
長
を
決
定
し
た
。
新
生
徒

会
に
は
引
き
続
き
、
活
気
あ
る
生
徒
会
を
つ

く
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

生
徒
会
長

　
　
　

川
原　
　

真（
2-4 

大一
）

副
会
長

　
　
　

大
野　

珠
怜（
2-4 

出三
）

副
会
長

　
　
　

錦
織　

大
和（
2-2 

斐東
）

新
生
徒
会
三
役
決
定

中学校
　

11
月
28
日
に
生
徒
会
長
選
挙
立
会
演
説
会

及
び
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
立
候
補
者
と
応
援

演
説
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
熱
く
語
り
、

投
票
者
達
も
そ
れ
を
真
剣
に
聞
く
様
子
が
見

ら
れ
た
。
選
挙
の
結
果
、
次
の
生
徒
が
新
生

徒
会
役
員
と
し
て
選
ば
れ
た
。

生
徒
会
長

　
　
　

竹
下　

和
輝（
中2 

神戸川
）

副
会
長（
２
年
）

　
　
　

加
藤　

陽
葵（
中2 

塩冶
）

副
会
長（
１
年
）

　
　
　

持
田　
　

櫂（
中1-2 

湖陵
）

議
長

　
　
　

下
条　

莉
子（
中2 

塩冶
）

中
学
校

テ

ニ

ス

部

Ｄ
Ｕ
Ｎ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
県
予
選

時　

11
月
22
日　
　
　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
13
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

１
回
戦
敗
退

○
大
会
総
評

　

安
定
し
た
ス
ト
ロ
ー
ク
を
展
開
す
る
相
手

に
対
し
、
こ
ち
ら
も
負
け
じ
と
プ
レ
ー
を
し

た
が
相
手
が
一
枚
上
だ
っ
た
。
今
後
は
ス
ラ

イ
ス
や
柔
ら
か
い
ロ
ブ
と
い
っ
た
技
術
を

し
っ
か
り
と
練
習
し
て
欲
し
い
。

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
県
予
選

時　

11
月
29
日　
　
　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
15
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

２
回
戦
敗
退

○
大
会
総
評

　

全
体
的
に
低
調
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で

中
３
の
シ
ヴ
ィ
キ
ン
グ
一
茶
が
落
ち
着
い
た

試
合
運
び
を
展
開
し
た
。

 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

Ｕ
13 IZU

M
O
 W
IN
T
E
R
 C
U
P
 2025

時　

12
月
14
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

出
雲
だ
ん
だ
ん
と
ま
と
ア
リ
ー
ナ

予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

１
回
戦　

本
校　

71

－

29　

EX
M

（
広
島
）

ブ
ロ
ッ
ク
決
勝

　

本
校　

75

－

24　

IBC STA
RS

（
岡
山
県
）

１
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

１
回
戦　

本
校　

66

－

24

 
HIROSHIM

A ROGER

（
広
島
県
）

決
勝
戦　

本
校　

53

－

28

 

　
Ｕ
15
島
根SUSA

NOO M
A
GIC

結
果　

優
勝

◯
大
会
総
評

　

先
週
の
県
新

人
戦
の
敗
戦
を

修
正
し
、
こ
の

大
会
に
臨
ん
だ
。

決
勝
戦
も
気
持

ち
の
こ
も
っ
た

プ
レ
ー
が
で
き
、

優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
ご

声
援
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

第
４
回
島
根
県
中
学
校

 

新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

時　

12
月
６
・
７
日　
　
　
　
　
　
　

於　

出
雲
だ
ん
だ
ん
と
ま
と
ア
リ
ー
ナ

１
回
戦　

本
校　

53

－

61　

湖
北

結
果　

ベ
ス
ト
８

◯
大
会
総
評

　

前
半
は
15
点
差
で
リ
ー
ド
し
て
い
た
も
の

の
、
後
半
に
相
手
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
押
さ

れ
て
思
う
よ
う
な
プ
レ
ー
が
で
き
ず
、
敗
退

と
な
っ
た
。
こ
の
悔
し
さ
を
糧
に
来
年
の
総

体
に
向
け
て
練
習
に
励
み
た
い
。
ご
声
援
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

多
々
納
厚
比
古
）

卓　

球　

部

第
３
回
島
根
県
中
学
校
新
人
卓
球
大
会

時　

11
月
30
日　
　
　

於　

鹿
島
総
合
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉
優
勝

決
勝
リ
ー
グ

本
校　

３

－

０　

平
田
中

本
校　

３

－

０　

益
田
中

本
校　

３

－

２　

松
徳
学
院
中

◯
大
会
総
評

　

右
記
の
結
果
に
よ
り
、
３
月
に
静
岡
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し

た
。 

（
顧
問　

相
場
翔
太
）



（5）　第４８４号

校
外
講
師
特
別
講
座

第
2
回

時　

11
月
27
日　
　
　
　
　
　

於　

中
高
棟
ホ
ー
ル　
　
　
　

講
師　

須
佐
神
社　
　
　
　
　

宮
司　

須
佐
建
央
様　

　

校
外
講
師
と
し
て
、
須
佐
神
社
宮
司　

須

佐
建
央
様
を
お
招
き
し
、「
出
雲
神
話
と
須

佐
神
社
」
と
題
し
て
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　

ま
ず
は
須
佐
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
須
佐

之
男
命
に
つ
い
て
の
逸
話
を
お
話
し
い
た
だ

い
た
。
続
い
て
、
須
佐
之
男
命
が
祀
ら
れ
て

い
る
そ
の
他
の
出
雲
の
神
社
や
、
28
年
ぶ
り

に
執
り
行
わ
れ
た
須
佐
神
社
の
御
遷
宮
に
つ

い
て
、
出
雲
神
話
や
風
土
記
か
ら
豊
か
な
歴

史
を
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
最
後
に
は
生
徒

達
か
ら
、
須
佐
神
社
の
敷
地
の
つ
く
り
や
祭

典
行
事
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
質
問
に
丁
寧
に

答
え
て
い
た
だ
き
講
座
が
盛
り
上
が
っ
た
。

　

講
話
を
通
し
て
、
改
め
て
ふ
る
さ
と
出
雲

の
こ
と
を
知
り
、
自
慢
で
き
る
こ
と
を
ま
た

一
つ
知
れ
て
、
出
雲
を
誇
り
に
思
う
こ
と
が

で
き
た
。

に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
税
に

関
心
を
持
ち
、
自
分
ご
と
と
し
て
考
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
中
学
生
は
、
ま
だ
税
金
を
払
う
立
場
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
税
金
で
つ
く
ら

れ
た
も
の
を
大
切
に
使
う
こ
と
や
、
正
し

い
知
識
を
持
つ
こ
と
は
今
か
ら
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
壊
さ
な
い
よ
う
に
使
う
。
公

共
の
場
所
を
き
れ
い
に
す
る
。
そ
ん
な
行

動
が
、
税
金
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
、
税
金
を
納
め
る
立
場
に
な
っ
た

と
き
、「
も
っ
た
い
な
い
」
と
思
う
の
で
は

な
く
、「
自
分
の
税
金
が
誰
か
の
助
け
に
な

っ
て
い
る
」
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
人
に

な
り
た
い
で
す
。
税
金
は
、
誰
か
の
暮
ら

し
や
未
来
を
支
え
る
力
に
も
な
る
の
で
す
。

例
え
ば
、
私
が
夢
を
実
現
す
る
た
め
の
進

学
先
や
学
び
の
環
境
も
、
税
金
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
考

え
る
と
、
税
は
自
分
の
夢
と
も
深
く
関
わ

っ
て
い
る
も
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
税
金
に
つ
い
て
知
り
、
学
び
続

け
、
自
分
の
暮
ら
し
と
の
つ
な
が
り
を
考

え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
い
つ

か
、
納
め
る
立
場
に
な
っ
た
と
き
、
誇
り

を
持
っ
て
「
社
会
の
一
員
に
な
っ
た
」
と

思
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

う
の
も
税
金
で
や
っ
て
る
ん
だ
よ
」
と
言

い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
僕
は

ッ

と
し
ま
し
た
。
今
ま
で
「
税
金
＝
大
人
が

払
う
お
金
」
く
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
、「
あ
れ
も
こ
れ
も
税

金
？
」
と
身
の
回
り
の
景
色
が
変
わ
っ
て

見
え
た
の
で
す
。

　

図
書
館
、
公
園
、
学
校
の
教
室
や
体
育

館
。
僕
が
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
の
多
く
は
、
税
金
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
と
知
り
、驚
き
ま
し
た
。給

食
や
教
科
書
、
先
生
た
ち
の
お
給
料
ま
で

も
が
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
と
聞
き
、

毎
日
当
た
り
前
の
よ
う
に
受
け
て
い
た
教

育
の
重
み
を
初
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

町
内
で
行
わ
れ
た
防
災
訓
練
で
は
、
み
ず

や
保
存
食
消
火
器
の
体
験
な
ど
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
も
税
金
に
よ
っ

て
備
え
ら
れ
て
る
と
知
り
、「
も
し
も
の
と

き
」
へ
の
安
心
感
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
災

害
が
多
い
日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な
備
え

が
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
安

心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
は
、
実
は
多
く

の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
な
の
だ
と
気
づ
き

ま
し
た
。

　

税
金
は
、
私
の
生
活
を
見
え
な
い
と
こ

ろ
で
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
安
全
な
道
、

教
育
、
医
療
、
災
害
へ
の
備
え
。
ど
れ
も
、

社
会
全
体
で
助
け
合
う
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
税
金
の
使
い
方
は
ま
す
ま
す
大
切

税
の
作
文

　

中
学
３
年
生
が
国
税
庁
と
全
国
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
が
募
集
を
行
っ
て
い
る

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
へ
出
品
を
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
校
よ
り
５
名
の
生
徒
が
受

賞
し
た
。
そ
の
う
ち
、
白
根
洸
太（
中3 

稗原
）

が
島
根
県
知
事
賞
を
受
賞
。
11
月
13
日
に

授
与
式
の
た
め
、
県
庁
を
訪
問
し
た
。
当

日
は
県
副
知
事
石
原
恵
利
子
様
よ
り
表
彰

し
て
い
た
だ
い
た
。
県
知
事
賞
の
受
賞
は

９
年
ぶ
り
と
な
る
。
日
ご
ろ
の
学
習
の
成

果
が
結
び
つ
い
た
、
大
変
素
晴
ら
し
い
結

果
と
な
っ
た
。

『
気
づ
い
た
ら
、
 

税
金
が
そ
ば
に
あ
っ
た
』

白
根　

洸
太（
中3 

稗原
）

　

小
学
生
だ
っ
た
あ
る
日
、
僕
が
住
む
町

で
、
大
き
な
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
通

学
路
が
し
ば
ら
く
通
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
、「
な
ん
で
わ
ざ
わ
ざ
今
や
る
ん
だ
ろ

う
？
」
と
最
初
は
少
し
不
満
に
思
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
工
事
が
終
わ
っ
て

か
ら
通
っ
て
み
る
と
、
舗
装
が
き
れ
い
に

な
り
、
夜
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
街
灯
が
照
ら
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
母
が
「
こ
う
い



第４８４号　（6）

作
品
と
研
究

〇 

遅
く
ま
で（
ス
マ
ホ
で
）
だ
ら
だ
ら
過
ご
さ
ず
、

早
寝
早
起
き
を
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。（
ま
さ
に

「
三
文
の
徳
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
）

〇 

時
間
を
も
っ
と
有
効
に
使
え
ば
よ
か
っ
た
。（
時

間
管
理
が
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
一
日

が
有
意
義
に
過
ご
せ
た
）

〇 

規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
、
十
分
な
睡
眠
を
と

っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。（
授
業
中
に
寝
て
内
容

が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
不
健
康
な
生
活
に

な
ら
な
か
っ
た
は
ず
）

〇 

お
金
の
使
い
み
ち
を
も
っ
と
考
え
れ
ば
よ
か
っ

た
。（
こ
れ
か
ら
は
自
分
で
生
活
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
）

〇 

変
な
意
地
を
張
ら
ず
に
自
分
を
冷
静
に
見
つ
め

現
状
を
自
覚
し
、
完
璧
主
義
に
こ
だ
わ
ら
ず
色

々
な
こ
と
に
取
り
組
む
べ
き
だ
っ
た
。（
先
生

に
言
わ
れ
た
意
味
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
）

〇 

理
想
は
理
想
、現
実
は
現
実
だ
っ
た
。（
い
ろ
ん

な
人
が
い
て
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
何

で
も
思
い
通
り
に
い
か
な
い
の
が
こ
の
世
の
中
。

そ
の
中
で
、
自
分
の
努
力
、
根
性
、
忍
耐
で
ど

れ
だ
け
理
想
に
近
づ
け
る
か
、
だ
！　

た
だ
し
、

理
想
を
捨
て
、
あ
き
ら
め
る
の
は
間
違
い
だ
）

〇 

自
分
の
短
所
に
向
き
合
っ
て
も
っ
と
改
善
す
べ

き
だ
っ
た
。（
自
分
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な

る
し
、自
分
を
知
り
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
）

　
　
　

編
集
者
か
ら
ひ
と
言

　
　
　
　
　

〜
後
悔
先
に
立
た
ず
〜

今月の
 1枚「無心」 松村　菜生　　（3-3）出三

第26回植田正治写真美術館フォトコンテスト
『開館30周年記念賞』受賞作品

３
年
間
を
振
り
返
っ
て

　

〜
後
輩
の
皆
さ
ん
へ

 
失
敗
は
成
功
の
も
と
〜　
　
　

も
っ
と
こ
う
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た

第
１
節　

学
習

〇 

授
業
は
す
べ
て
の
基
礎
基
本
な
の
で
、
授
業
に

集
中
す
べ
き
で
あ
っ
た
。（
欠
点
な
ど
は
目
に
す

る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
）

〇 

小
さ
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
順
位
に
こ
だ

わ
っ
て
試
験
に
臨
め
ば
よ
か
っ
た
。（
試
験
勉
強

や
、
授
業
に
真
剣
に
取
り
組
め
、
点
数
も
上
が

っ
て
い
た
だ
ろ
う
）

〇 

授
業
の
復
習
を
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
。（
特
に

数
学
・
英
語
は
毎
日
し
て
お
け
ば
、
大
学
受
験

の
基
本
は
で
き
て
い
た
だ
ろ
う
）

〇 

定
期
試
験
の
準
備
勉
強
は
一
週
間
以
上
前
か
ら

毎
日
五
時
間
以
上
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。（
英

語
・
数
学
・
国
語
だ
け
で
も
２
科
目
あ
る
の
で

見
直
す
だ
け
で
も
こ
れ
だ
け
は
必
要
で
む
し
ろ

足
ら
な
い
ぐ
ら
い
だ
と
今
は
実
感
し
て
い
る
）

〇 

一
年
生
の
時
に
毎
日
少
し
で
も
家
庭
で
復
習
や

自
学
を
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。（
そ
の
習
慣
が
で

き
て
い
れ
ば
志
望
校
が
合
格
圏
内
に
入
っ
て
い

た
）

〇 

覚
え
た
り
、
暗
記
す
る
こ
と
だ
け
が
勉
強
で
は

な
い
こ
と
に
早
く
気
付
く
べ
き
で
あ
っ
た
。（
理

解
し
な
け
れ
ば
覚
え
て
も
意
味
の
な
い
学
習
事

項
が
あ
り
、
理
解
し
た
こ
と
は
忘
れ
に
く
い
こ

と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
）

〇 

分
か
ら
な
い
こ
と
、
難
し
い
と
こ
ろ
は
、

Y
ouT
ube

を
活
用
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。（
プ
ロ

が
タ
ダ
で
教
え
て
く
れ
る
）

〇 

進
路
に
つ
い
て
、
一
年
の
時
か
ら
真
剣
に
考
え

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。（
自
分
に
合
っ
た
学
校
が

見
つ
け
ら
れ
て
い
た
は
ず
だ
。
ま
た
、
決
め
て

か
ら
勉
強
し
て
も
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。）

〇 

就
職
を
甘
く
見
て
は
い
け
な
か
っ
た
。（
勉
強
だ

け
な
ら
大
学
の
ほ
う
が
入
り
や
す
い
が
、
就
職

は
、
基
礎
基
本
の
学
力
、
人
付
き
合
い
や
気
配

り
や
言
葉
遣
い
や
礼
儀
作
法
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
更
に
は
そ
の
企
業
・
業
種

へ
の
適
性
な
ど
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
選
考
さ
れ
、

内
定
を
得
る
の
は
難
し
い
こ
と
を
知
っ
た
）

〇 

試
験
前
に
勉
強
す
れ
ば
何
と
か
な
る
、
と
い
う

考
え
は
間
違
っ
て
い
た
。（
授
業
に
真
剣
に
参
加

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
、
自
分
で
や
ろ
う
と
思

っ
て
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ

た
。）

〇 

一
日
十
分
で
も
い
い
か
ら
、
一
年
の
時
か
ら
家

で
勉
強
す
る
習
慣
を
つ
け
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。

（
勉
強
が
楽
し
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
成
績
も
、
進
路
も
今
よ
り

数
段
良
い
方
向
に
行
っ
て
い
た
だ
ろ
う
）

第
２
節　

学
校
生
活

〇 

挨
拶
を
だ
れ
に
で
も
積
極
的
に
す
れ
ば
よ
か
っ

た
。（
毎
日
明
る
く
過
ご
せ
た
は
ず
だ
）

〇 

勇
気
を
出
し
て
積
極
的
に
行
動
す
れ
ば
よ
か
っ

た
。（
交
友
が
広
が
り
、
色
々
な
話
が
で
き
た
）

〇 

自
分
の
行
動
の
そ
の
先
の
結
果
を
想
像
し
て
お

け
ば
よ
か
っ
た
。（
自
分
に
も
、周
り
に
も
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
だ
ろ
う
）

〇 

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
生
活
を
心
が
け
れ
ば
よ
か
っ

た
。（
勉
強
も
、遊
び
も
だ
ら
だ
ら
流
れ
る
ば
か

り
で
、
高
校
生
活
の
有
意
義
な
時
間
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
）

〇 
常
識
や
良
識
を
意
識
し
て
生
活
す
べ
き
だ
っ
た
。

（
周
囲
か
ら
の
「
信
用
」
は
と
て
も
大
切
で
重
い

も
の
だ
と
身
を
も
っ
て
知
っ
た
）

〇 

真
面
目
に
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。（
人
と
の

か
か
わ
り
方
が
変
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
う
。

も
っ
と
い
い
関
係
に
な
っ
た
は
ず
）

〇 

色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
れ
ば
よ
か
っ
た
。

（
視
野
が
広
が
り
、人
間
関
係
も
広
く
深
く
な
っ

て
い
た
だ
ろ
う
）

〇 

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
言
動
に
注
意
す
れ
ば

よ
か
っ
た
。（
あ
の
時
は
ご
め
ん
な
さ
い
。
こ
れ

か
ら
も
心
掛
け
て
人
付
き
合
い
を
し
て
い
き
た

い
で
す
）

〇 

周
り
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
生
活
す
れ
ば
よ
か

っ
た
。（
敵
を
作
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
う
）

〇 

も
う
少
し
早
く
登
校
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。（
ギ
リ

ギ
リ
だ
っ
た
り
遅
刻
か
ら
始
ま
る
と
、
一
日
が

あ
ま
り
い
い
一
日
に
な
ら
な
か
っ
た
）

〇 

返
事
を
き
ち
ん
と
明
る
く
す
べ
き
だ
っ
た
。（
他

者
か
ら
好
印
象
を
得
ら
れ
、
人
間
関
係
も
円
滑

だ
っ
た
）

第
３
節　

部
活

〇 

も
っ
と
練
習
に
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
だ
っ
た
。

（
個
人
の
技
術
も
、チ
ー
ム
の
結
果
も
違
っ
て
い

た
は
ず
だ
）（
先
生
に
言
わ
れ
て
か
ら
や
、お
ら

れ
る
時
だ
け
真
剣
に
や
っ
て
い
た
の
で
ダ
メ
だ

っ
た
）

〇 

自
分
で
も
っ
と
自
分
を
追
い
込
ん
で
練
習
す
れ

ば
よ
か
っ
た（
練
習
へ
の
意
識
が
高
く
も
て
、結

果
も
も
っ
と
よ
か
っ
た
だ
ろ
う
）

〇 

自
主
練
を
も
っ
と
考
え
て
や
れ
ば
よ
か
っ
た
。

（
た
だ
や
っ
て
い
る
だ
け
で
、技
術
の
向
上
が
少

な
か
っ
た
）

〇 

も
っ
と
勝
ち
に
こ
だ
わ
っ
て
練
習
し
て
い
た
ら

よ
か
っ
た
。（
練
習
の
質
が
上
が
り
戦
績
も
向
上

し
て
い
た
だ
ろ
う
）

〇 

途
中
で
や
め
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
。（
結
果
は
と

も
か
く
、
や
り
抜
く
こ
と
が
大
事
だ
と
分
か
っ

た
）

〇 

金
賞
に
も
っ
と
こ
だ
わ
っ
て
練
習
す
れ
ば
よ
か

っ
た
。（
個
人
練
習
が
も
っ
と
充
実
し
た
も
の
に

な
っ
た
と
思
う
。
金
賞
も
も
ら
え
た
）

〇 

自
主
練
を
家
で
も
も
っ
と
や
れ
ば
よ
か
っ
た
。

（
も
う
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
戻
れ
な
い
）

〇 

２
年
半
し
か
な
い
の
で
、
一
生
懸
命
す
れ
ば
よ

か
っ
た
。（
必
ず
や
っ
た
分
だ
け
成
果
が
出
る
）

〇 

チ
ー
ム
の
方
針
を
理
解
し
て
練
習
に
取
り
組
め

ば
よ
か
っ
た
。（
自
分
本
位
の
プ
レ
ー
が
多
く
な

り
、
チ
ー
ム
全
体
の
力
が
発
揮
で
き
な
か
っ
た

よ
う
に
思
う
。
結
果
も
も
っ
と
よ
か
っ
た
と
思

う
）

〇 

部
活
に
入
れ
ば
よ
か
っ
た
。（
仲
間
も
増
え
、高

校
生
活
が
も
っ
と
充
実
し
て
い
た
）

第
４
節　

雑
事

〇 

も
っ
と
本
を
読
ん
で
お
け
ば
よ
か
っ
た
。（
思
っ

た
こ
と
を
言
葉
に
で
き
、
視
野
も
広
が
っ
て
い

た
）

〇 

一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
。（
無
駄
に
時
間
を
浪
費
す
る
だ
け
で
何
も
残

ら
な
か
っ
た
）

〇 

一
年
生
の
こ
ろ
か
ら
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

行
け
ば
よ
か
っ
た
。（
進
路
も
明
確
に
な
り
、も

っ
と
勉
強
も
部
活
も
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
た
）

〇 

無
駄
遣
い
し
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
。（
浪
費
癖
が
付

き
、
こ
の
先
が
自
分
で
心
配
に
な
っ
て
く
る
）

〇 
家
事
を
手
伝
え
ば
よ
か
っ
た
。（
四
月
か
ら
は
自

分
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
う
し
て
い
い

か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
）

〇 

趣
味
と
呼
べ
る
よ
う
な
も
の
が
な
い
こ
と
に
気

づ
い
た
。（
自
分
で
心
底
楽
し
め
る
も
の
を
見
つ

け
た
い
）

〇 

ク
ラ
ス
の
係
の
仕
事
や
掃
除
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
積
極
的
に
し
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
。（
自
分

と
い
う
人
間
を
磨
く
機
会
で
あ
っ
た
こ
と
に
気

付
い
た
）


